
(57)【要約】

　【課題】　診断時に超音波探触子が位置ずれを起こし

たり、体表面との接触角度が変化したりすることを抑制

することにより、安定した超音波信号の送受信を可能に

し、より正確な診断を可能とする超音波探触子および超

音波診断装置を提供する。

　【解決手段】　操作者１４に把持されて使用され、被

検者５の体内に対して超音波の送受信を行い、その受信

波を電気信号に変換して超音波診断装置本体に送信する

超音波探触子１において、超音波の送受信を行なうヘッ

ド部２と、前記ヘッド部２と前記超音波診断装置本体と

を電気的に接続するケーブル３と、前記ケーブル３の少

なくとも一部を前記操作者１４に固定するケーブル固定

部４とを有する構成とした。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
被 検 者 の 体 内 に 対 し て 超 音 波 の 送 受 信 を 行 い 、 そ の 受 信 波 を 電 気 信 号 に 変 換 し て 超 音 波 診
断 装 置 本 体 に 送 信 す る 超 音 波 探 触 子 で あ っ て 、
　 超 音 波 の 送 受 信 を 行 な う ヘ ッ ド 部 と 、 前 記 ヘ ッ ド 部 と 前 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と を 電 気
的 に 接 続 す る ケ ー ブ ル と 、 前 記 ケ ー ブ ル の 一 部 の 動 き を 固 定 す る ケ ー ブ ル 固 定 手 段 と を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ケ ー ブ ル 固 定 手 段 が 、 前 記 ケ ー ブ ル の 一 部 を 操 作 者 に 固 定 す る 第 １ の 固 定 部 を 有 す る
請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ケ ー ブ ル 固 定 手 段 が 、 前 記 ケ ー ブ ル の 一 部 を 前 記 被 検 者 に 固 定 す る 第 ２ の 固 定 部 を 有
す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ケ ー ブ ル 固 定 手 段 が 、 前 記 ケ ー ブ ル の 、 前 記 ヘ ッ ド 部 と の 電 気 的 な 接 続 部 を 除 い た 少
な く と も 一 部 を 、 前 記 ヘ ッ ド 部 に 固 定 す る 手 段 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ケ ー ブ ル 固 定 手 段 が 、 前 記 ヘ ッ ド 部 に 一 体 形 成 さ れ た 部 材 で 構 成 さ れ て い る 請 求 項 ４
記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ケ ー ブ ル 固 定 手 段 が 、 前 記 ヘ ッ ド 部 に 着 脱 可 能 な 、 前 記 ヘ ッ ド 部 と は 別 の 部 材 で 構 成
さ れ て い る 請 求 項 ４ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 ケ ー ブ ル 固 定 手 段 が 、 前 記 ヘ ッ ド 部 に お い て 、 前 記 ケ ー ブ ル と の 電 気 的 な 接 続 部 よ り
も 、 超 音 波 の 送 受 信 を 行 う 送 受 信 面 に 近 い 位 置 に 設 け ら れ て い る 請 求 項 ４ ～ ６ の い ず れ か
に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 ケ ー ブ ル 固 定 手 段 が 、 前 記 ケ ー ブ ル の 一 部 に 形 成 さ れ た 半 可 撓 性 ま た は 剛 性 の 部 分 で
あ る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 ケ ー ブ ル の 半 可 撓 性 ま た は 剛 性 の 部 分 は 、 セ ミ フ レ キ シ ブ ル ケ ー ブ ル で 構 成 さ れ て い
る 請 求 項 ８ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 ケ ー ブ ル の 半 可 撓 性 ま た は 剛 性 の 部 分 は 、 前 記 ケ ー ブ ル に 、 半 可 撓 性 ま た は 剛 性 の 部
材 を 取 り 付 け る こ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 請 求 項 ８ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 ケ ー ブ ル の 半 可 撓 性 ま た は 剛 性 の 部 分 は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と の 接 続 部 よ り も 、 前
記 ヘ ッ ド 部 と の 接 続 部 に 近 い 位 置 に 設 け ら れ て い る 請 求 項 ８ ～ １ ０ の い ず れ か に 記 載 の 超
音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 １ ～ １ １ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 と 、 前 記 超 音 波 探 触 子 と 電 気 的 に 接 続 さ
れ た 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と を 含 む 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 を 用 い て 生 体 情 報 を 得 る た め に 使 用 さ れ る 超 音 波 探 触 子 お よ び 超 音 波
診 断 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 診 断 装 置 は 、 超 音 波 探 触 子 を 用 い て 生 体 に 対 し て 超 音 波 の 送 受 信 を 行 な う こ と に
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よ り 、 生 体 内 の 画 像 情 報 な ど を 得 る も の で あ り 、 各 種 医 療 分 野 で 活 用 さ れ て い る 。 例 え ば
、 動 脈 硬 化 診 断 を 目 的 と し た 頸 動 脈 の 超 音 波 診 断 に 用 い ら れ る 超 音 波 診 断 装 置 と し て 、 図
９ に 示 す よ う な 構 造 の も の が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。 こ の 超 音 波 診 断 装
置 に お い て は 、 操 作 者 が 超 音 波 探 触 子 1を 把 持 し 、 こ れ を 被 検 者 ５ の 頚 部 体 表 に 当 て て 、
超 音 波 ビ ー ム を 体 内 の 血 管 １ ０ に む け て 放 射 す る 。 そ し て 、 超 音 波 計 測 部 １ １ で 血 管 １ ０
か ら 反 射 さ れ た 超 音 波 信 号 を 検 出 し て 検 波 出 力 し 、 デ ー タ 解 析 処 理 部 １ ２ で 、 検 波 信 号 に
基 づ い て 血 管 １ ０ の 特 性 を 解 析 し 、 そ の 解 析 結 果 を 表 示 装 置 １ ３ に 表 示 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ２ ９ ０ ７ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 超 音 波 診 断 を 実 施 す る 際 に 、 体 表 に 当 て た 超 音 波 探 触 子 が 位 置 ず れ を 起
こ し た り 、 体 表 に あ て て い る 角 度 が 変 化 し た り す る と 、 検 出 す る 超 音 波 信 号 が 変 化 し て し
ま い 、 得 ら れ る 解 析 結 果 の 精 度 に 誤 差 が 生 じ て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。 こ の 問 題 は 、
頸 動 脈 の 診 断 や 、 手 腕 、 足 な ど 体 表 面 の 湾 曲 度 合 い が 大 き な 診 断 部 位 の 診 断 時 、 特 に 超 音
波 探 触 子 の 操 作 時 な ど に は 、 超 音 波 探 触 子 の 超 音 波 送 受 信 面 と は ほ ぼ 反 対 側 か ら 伸 び る ケ
ー ブ ル が 揺 れ 、 こ の 揺 れ が 超 音 波 探 触 子 の 被 検 体 と の 接 触 面 を 支 点 と し て 超 音 波 探 触 子 に
揺 れ や 振 動 を 与 え る こ と か ら 、 超 音 波 探 触 子 を 安 定 し て 保 持 し 難 い た め 、 特 に 顕 著 に 生 じ
て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 性 を 向 上 さ せ 、 探 触 子 の 位 置 ず れ お よ び 角 度 変
化 を 抑 制 し 、 よ り 正 確 な 診 断 を 可 能 と す る 超 音 波 探 触 子 お よ び 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る
こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 被 検 者 の 体 内 に 対 し て 超 音 波 の 送
受 信 を 行 い 、 そ の 受 信 波 を 電 気 信 号 に 変 換 し て 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 送 信 す る 超 音 波 探 触
子 で あ っ て 、 超 音 波 の 送 受 信 を 行 な う ヘ ッ ド 部 と 、 前 記 ヘ ッ ド 部 と 前 記 超 音 波 診 断 装 置 本
体 と を 電 気 的 に 接 続 す る ケ ー ブ ル と 、 前 記 ケ ー ブ ル の 一 部 の 動 き を 固 定 す る ケ ー ブ ル 固 定
手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 特 に 限 定 す る も の で は な い が 、 操 作 者 に 把 持 さ れ て 使 用 さ れ
る 超 音 波 探 触 子 で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 、 ケ ー ブ ル 固 定 手 段 と し て は 、 ケ ー ブ ル の 一 部
を 前 記 操 作 者 に 固 定 す る 第 １ の 固 定 部 を 有 す る も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 に お い て は 、 ケ ー ブ ル 固 定 手 段 を 、 ケ ー ブ ル の 一 部 を 前 記
被 検 者 に 固 定 す る 第 ２ の 固 定 部 を 有 す る も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 に お い て は 、 ケ ー ブ ル 固 定 手 段 を 、 ケ ー ブ ル の 、 ヘ ッ ド 部
と の 電 気 的 な 接 続 部 を 除 い た 少 な く と も 一 部 を 、 前 記 ヘ ッ ド 部 に 固 定 す る 手 段 と す る こ と
が で き る 。 こ の 場 合 、 ケ ー ブ ル 固 定 手 段 は 、 ヘ ッ ド 部 に 一 体 形 成 さ れ た 部 材 で 構 成 す る こ
と が で き る が 、 ヘ ッ ド 部 に 着 脱 可 能 な 、 前 記 ヘ ッ ド 部 と は 別 の 部 材 で 構 成 さ れ て い る こ と
が 好 ま し い 。 ま た 、 こ の 形 態 に お い て は 、 ケ ー ブ ル 固 定 手 段 は 、 ヘ ッ ド 部 に お い て 、 ケ ー
ブ ル と の 電 気 的 な 接 続 部 よ り も 、 超 音 波 の 送 受 信 を 行 う 送 受 信 面 に 近 い 位 置 に 設 け ら れ て
い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 に お い て は 、 ケ ー ブ ル 固 定 手 段 を 、 前 記 ケ ー ブ ル の 一 部 に
形 成 さ れ た 半 可 撓 性 ま た は 剛 性 の 部 分 と す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 半 可 撓 性 ま た は 剛
性 の 部 分 は 、 セ ミ フ レ キ シ ブ ル ケ ー ブ ル で 構 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 ケ ー ブ ル に
、 半 可 撓 性 ま た は 剛 性 の 部 材 を 取 り 付 け る こ と に よ っ て 、 半 可 撓 性 ま た は 剛 性 の 部 分 を 形
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成 し て も よ い 。 ま た 、 こ の 形 態 に お い て は 、 ケ ー ブ ル の 半 可 撓 性 ま た は 剛 性 の 部 分 は 、 超
音 波 診 断 装 置 本 体 と の 接 続 部 よ り も 、 ヘ ッ ド 部 と の 接 続 部 に 近 い 位 置 に 設 け ら れ て い る こ
の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 半 可 撓 性 と は 、 撓 み や 曲 げ な ど に よ る 変 形 が 可 能 で あ り 、 且 つ 、 そ の 変 形 し た 形
状 を 保 持 す る こ と が 可 能 な 性 質 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 上 記 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 と 、 こ の 超 音 波 探 触 子 と
電 気 的 に 接 続 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 に よ れ ば 、 ケ ー ブ ル の 一 部 の 動 き が ケ ー ブ ル 固 定 手 段 に よ っ て 固
定 さ れ て い る た め 、 超 音 波 探 触 子 の 使 用 時 に お け る ケ ー ブ ル の 揺 れ が 軽 減 さ れ 、 そ の 結 果
、 ヘ ッ ド 部 の 位 置 ず れ や 、 被 検 者 へ の 接 触 角 度 の 変 化 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 上 述 の よ う な 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 を 使 用 し て い る
た め 、 誤 差 の 少 な い 正 確 な 超 音 波 診 断 が 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ は 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 超 音 波 探 触 子 １ は 、 超 音 波 診 断 装 置 を 構 成 す る 際 に 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と 電 気 的 に 接
続 さ れ て 使 用 さ れ 得 る も の で あ り 、 超 音 波 を 送 受 信 し 、 そ の 受 信 波 を 電 気 信 号 に 変 換 し て
超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 送 信 す る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 超 音 波 探 触 子 １ は 、 操 作 者 １ ４ に よ っ て 被 検 者 ５ の 体 表 に 当 て て 使 用 さ れ 、 被 検 者 ５ に
対 し て 超 音 波 の 送 受 信 を 行 う た め の ヘ ッ ド 部 ２ と 、 こ の ヘ ッ ド 部 ２ を 超 音 波 診 断 装 置 本 体
と 電 気 的 に 接 続 す る た め の ケ ー ブ ル ３ と を 備 え て い る 。 ヘ ッ ド 部 ２ は 、 例 え ば 、 圧 電 セ ラ
ミ ッ ク ス な ど の 圧 電 材 料 で 構 成 さ れ る 振 動 子 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 更 に 、 超 音 波 探 触 子 １ は 、 ケ ー ブ ル ３ を 固 定 す る た め の ケ ー ブ ル 固 定 部 ４ を 有 し 、 本 実
施 形 態 に お い て は 、 例 え ば 、 操 作 者 １ ４ に 固 定 す る た め に 、 操 作 者 １ ４ の 腕 に 巻 き 付 け 可
能 な 帯 状 部 材 で 構 成 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 図 １ に 示 す よ う に 、 操 作 者 １ ４ の 腕 と
そ れ に 巻 き 付 け ら れ た 帯 状 部 材 と の 間 隙 に ケ ー ブ ル ３ を 挟 む こ と に よ り 、 こ の ケ ー ブ ル ３
を 操 作 者 １ ４ に 固 定 す る こ と が で き る 。 ま た 、 別 の 形 態 と し て は 、 操 作 者 の 腕 に 巻 き 付 け
た 帯 状 部 材 の 表 面 と 、 ケ ー ブ ル 表 面 と に 、 そ れ ぞ れ 、 対 を 成 す 面 フ ァ ス ナ ー を 取 り 付 け 、
こ の 面 フ ァ ス ナ ー に よ り 帯 状 部 材 と ケ ー ブ ル と を 接 合 す る こ と に よ っ て 、 ケ ー ブ ル を 操 作
者 に 固 定 す る 形 態 が 挙 げ ら れ る 。 な お 、 こ の 場 合 、 ケ ー ブ ル 表 面 に 面 フ ァ ス ナ ー を 取 り 付
け る 方 法 と し て は 、 一 般 的 な 接 着 や 溶 着 の ほ か 、 ケ ー ブ ル 表 面 に 直 接 、 面 フ ァ ス ナ ー の 形
状 を 作 り こ ん で も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 ケ ー ブ ル 固 定 部 ４ に お い て は 、 帯 状 部 材 に 代 え て 、 例 え ば 、 操 作 者 の 腕 に 装 着 可
能 な カ チ ュ ー シ ャ 型 の 部 材 を 使 用 し て も よ い 。 こ の 場 合 も 、 ケ ー ブ ル の 固 定 方 法 は 上 記 帯
状 部 材 と 同 様 で あ る が 、 特 に 、 面 フ ァ ス ナ ー を 用 い た 固 定 方 法 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 ケ ー ブ ル 固 定 部 ４ を 構 成 す る 帯 状 部 材 、 ま た は カ チ ュ ー シ ャ 型 部 材 の 材 質 に つ い
て は 、 特 に 限 定 す る も の で は な く 、 例 え ば 、 ナ イ ロ ン な ど の 樹 脂 、 ゴ ム 、 布 、 革 な ど を 用
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い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 超 音 波 探 触 子 に よ れ ば 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と 超 音 波 探 触 子 を 接 続 す る ケ ー ブ ル ３
が 、 ケ ー ブ ル 固 定 部 ４ に よ っ て 操 作 者 １ ４ の 腕 に 固 定 さ れ る た め 、 ヘ ッ ド 部 ２ を 把 持 し て
超 音 波 探 触 子 １ を 操 作 す る 際 に 、 操 作 者 １ ４ が 感 じ る ケ ー ブ ル ３ の 自 重 お よ び 負 荷 が 軽 減
さ れ る 。 更 に 、 操 作 時 の ケ ー ブ ル ３ の 揺 れ は 、 主 と し て 、 ケ ー ブ ル 固 定 部 ４ と 超 音 波 診 断
装 置 本 体 と の 間 で 発 生 す る た め 、 ケ ー ブ ル ３ の 揺 れ に よ っ て ヘ ッ ド 部 ２ が 位 置 ず れ を 起 こ
し た り 、 あ て て い る 角 度 が 変 化 し た り す る こ と が 抑 制 さ れ 、 安 定 し た 超 音 波 信 号 の 送 受 信
を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 図 １ で は 、 ケ ー ブ ル 固 定 部 ４ を 操 作 者 １ ４ の 腕 に １ 箇 所 設 け た 場 合 に つ い て 示 し
た が 、 操 作 者 に ケ ー ブ ル ３ を 固 定 で き る の で あ れ ば 、 ケ ー ブ ル 固 定 部 ４ を 装 着 す る 場 所 、
固 定 部 の 個 数 な ど に つ い て 、 特 に 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 な
お 、 本 図 に お い て 、 図 １ と 同 一 部 分 に は 同 一 番 号 を 付 し て い る 。 こ の 超 音 波 探 触 子 １ は 、
第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 ヘ ッ ド 部 ２ お よ び ケ ー ブ ル ３ を 備 え て い る 。 ヘ ッ ド 部 ２ は 、 例
え ば 、 圧 電 セ ラ ミ ッ ク ス な ど の 圧 電 材 料 で 構 成 さ れ る 振 動 子 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 更 に 、 超 音 波 探 触 子 １ に は 、 被 検 者 ５ に ケ ー ブ ル ３ を 固 定 す る た め の ケ ー ブ ル 固 定 部 ４
が 設 け ら れ て い る 。 こ の ケ ー ブ ル 固 定 部 ４ は 、 例 え ば 、 被 検 者 ５ の 身 体 に 巻 き 付 け 可 能 な
帯 状 部 材 で 構 成 す る こ と が で き る 。 な お 、 ケ ー ブ ル ３ の 固 定 方 法 に つ い て は 、 第 １ の 実 施
形 態 に お け る ケ ー ブ ル 固 定 部 と 実 質 的 に 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 ケ ー ブ ル 固 定 部 ４ に お い て は 、 帯 状 部 材 に 代 え て 、 被
検 者 ５ の 身 体 に 装 着 可 能 な カ チ ュ ー シ ャ 型 部 材 を 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 な お 、 こ の
場 合 の ケ ー ブ ル 固 定 方 法 に つ い て も 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 ケ ー ブ ル 固 定 部 ４ を 構 成 す る 帯 状 部 材 、 ま た は カ チ ュ ー シ ャ 型 部 材 の 材 料 に つ い
て も 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 の 材 料 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 超 音 波 探 触 子 に よ れ ば 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と ヘ ッ ド 部 ２ を 接 続 す る ケ ー ブ ル ３ が
、 ケ ー ブ ル 固 定 部 ４ に よ っ て 被 検 者 ５ に 固 定 さ れ る た め 、 ヘ ッ ド 部 ２ を 操 作 す る 際 に 操 作
者 が 感 じ る ケ ー ブ ル ３ の 自 重 及 び 負 荷 が 軽 減 さ れ る 。 更 に 、 操 作 時 の ケ ー ブ ル ３ の 揺 れ は
、 主 と し て 、 ケ ー ブ ル 固 定 部 ４ と 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と の 間 で 発 生 す る た め 、 ケ ー ブ ル ３
の 揺 れ に よ っ て ヘ ッ ド 部 ２ が 位 置 ず れ を 起 こ し た り 、 あ て て い る 角 度 が 変 化 し た り す る こ
と が 抑 制 さ れ 、 安 定 し た 超 音 波 信 号 の 送 受 信 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 操 作 者 １ ４ が ヘ ッ ド 部 ２ を 把 持 し て 操 作 す る 場 合 に つ い て 説 明
し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ヘ ッ ド 部 ２ 自 体 を
被 検 者 ５ の 身 体 に 固 定 し て 継 続 的 に 診 断 す る よ う な 場 合 で あ っ て も 、 ケ ー ブ ル 固 定 部 ４ に
よ っ て ケ ー ブ ル ３ を 被 検 者 ５ に 固 定 す る こ と で 、 継 続 し て 安 定 し た 超 音 波 信 号 の 送 受 信 が
可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 （ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る の 超 音 波 探 触 子 の 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
な お 、 本 図 に お い て 、 図 １ と 同 一 部 分 に は 同 一 番 号 を 付 し て い る 。 こ の 超 音 波 探 触 子 １ は
、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 ヘ ッ ド 部 ２ お よ び ケ ー ブ ル ３ を 備 え て い る 。 ヘ ッ ド 部 ２ は 、
例 え ば 、 圧 電 セ ラ ミ ッ ク ス な ど の 圧 電 材 料 で 構 成 さ れ る 振 動 子 を 備 え て い る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 更 に 、 ヘ ッ ド 部 ２ に は 、 ケ ー ブ ル ３ の ヘ ッ ド 部 ２ と の 電 気 的 な 接 続 部 分 を 除 い た 少 な く
と も 一 部 を 固 定 す る た め の 、 ケ ー ブ ル 固 定 部 ６ が 設 け ら れ て い る 。 こ の ケ ー ブ ル 固 定 部 ６
は 、 例 え ば 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ヘ ッ ド 部 ２ に 形 成 さ れ た 、 ケ ー ブ ル ３ を 挟 持 可 能 な ク リ
ッ プ 構 造 、 ま た は 、 ケ ー ブ ル ３ を 挿 入 可 能 な 貫 通 穴 な ど で 構 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、
別 の 形 態 と し て は 、 ケ ー ブ ル ３ に フ ッ ク な ど の 係 止 部 の 一 方 を 設 け 、 ケ ー ブ ル 固 定 部 と し
て 、 ヘ ッ ド 部 に 前 記 フ ッ ク を 繋 止 可 能 な 前 記 係 止 部 の 他 方 を 構 成 す る シ ャ フ ト ま た は 突 起
部 ま た は 輪 形 状 部 を 設 け 、 前 記 フ ッ ク な ど を 前 記 シ ャ フ ト な ど に 繋 止 す る こ と に よ っ て 、
ケ ー ブ ル ３ を 固 定 す る 形 態 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 図 ４ で は 、 ケ ー ブ ル 固 定 部 ６ が ヘ ッ ド 部 ２ に 一 体 形 成 さ れ て い る が 、 図 ５ に 示 す
よ う に 、 ケ ー ブ ル 固 定 部 ６ を 、 ヘ ッ ド 部 ２ に 装 着 可 能 な 別 部 材 と し て 構 成 し て も よ い 。 こ
の 場 合 、 ケ ー ブ ル 固 定 部 ６ は 、 例 え ば 、 ヘ ッ ド 部 ２ に 巻 き 付 け て 装 着 す る こ と が 可 能 な 帯
状 部 材 ま た は カ チ ュ ー シ ャ 型 部 材 な ど に 、 前 述 と 同 様 の 、 ク リ ッ プ 構 造 、 貫 通 孔 、 シ ャ フ
ト な ど を 形 成 し た 構 造 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 ケ ー ブ ル 固 定 部 ６ を 構 成 す る 部 材 の 材
質 に つ い て は 、 特 に 限 定 す る も の で は な く 、 例 え ば 、 ナ イ ロ ン な ど の 樹 脂 、 ゴ ム 、 布 、 革
な ど を 用 い る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 ケ ー ブ ル 固 体 部 ６ を ヘ ッ ド 部 ２ と は 別 の 部 材 と
す れ ば 、 診 断 箇 所 、 診 断 内 容 、 操 作 者 の 好 み な ど に よ っ て 、 ケ ー ブ ル 固 定 部 ６ の 有 無 が 選
択 で き 、 ま た 、 ケ ー ブ ル 固 定 部 ６ の 位 置 を 自 在 に 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 超 音 波 探 触 子 に よ れ ば 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と 超 音 波 探 触 子 １ を 接 続 す る ケ ー ブ ル
３ が 、 ケ ー ブ ル 固 定 部 ６ に よ っ て ヘ ッ ド 部 ２ に 固 定 さ れ る 。 そ の た め 、 操 作 時 に お け る ケ
ー ブ ル ３ の 揺 れ の 発 生 箇 所 を 、 多 く の 超 音 波 探 触 子 で 見 ら れ る よ う な 超 音 波 探 触 子 の 被 検
体 と の 接 触 面 （ 揺 れ 、 角 度 ず れ の 支 点 ） に 対 し て ほ ぼ 反 対 側 の ケ ー ブ ル 接 続 側 （ 前 記 支 点
か ら 最 も 遠 い 場 所 ） で は な く 、 主 と し て 、 ケ ー ブ ル 固 定 部 ６ と 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と の 間
に 限 定 す る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 、 ケ ー ブ ル ３ の 揺 れ を 抑 制 す る こ と が で き る 。 そ の
結 果 、 ケ ー ブ ル ３ の 揺 れ に よ っ て ヘ ッ ド 部 ２ が 位 置 ず れ を 起 こ し た り 、 あ て て い る 角 度 が
変 化 し た り す る こ と が 抑 制 さ れ 、 安 定 し た 超 音 波 信 号 の 送 受 信 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 超 音 波 探 触 子 に お い て 、 ケ ー ブ ル 固 定 部 ６ は 、 特 に 、 ヘ ッ ド 部 ２ の ケ ー ブ ル ３ と の
電 気 的 な 接 続 部 よ り も 、 超 音 波 の 送 受 信 を 行 う 送 受 信 面 に 近 い 位 置 に 設 け ら れ て い る こ と
が 好 ま し い 。 こ の 好 ま し い 形 態 に よ れ ば 、 操 作 時 に ケ ー ブ ル ３ の 揺 れ に よ っ て ヘ ッ ド 部 ２
に 作 用 す る 力 の 力 点 を 、 送 受 信 面 （ す な わ ち 、 被 検 者 ５ と の 接 触 面 ） に 近 づ け る こ と が で
き る た め 、 ケ ー ブ ル ３ の 揺 れ に 伴 う ヘ ッ ド 部 ２ の 揺 れ が 抑 制 さ れ 、 上 記 効 果 を 更 に 確 実 に
得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 （ 第 ４ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 な
お 、 本 図 に お い て 、 図 １ と 同 一 部 分 に は 同 一 番 号 を 付 し て い る 。 こ の 超 音 波 探 触 子 １ は 、
第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 ヘ ッ ド 部 ２ お よ び ケ ー ブ ル ３ を 備 え て い る 。 ヘ ッ ド 部 ２ は 、 例
え ば 、 圧 電 セ ラ ミ ッ ク ス な ど の 圧 電 材 料 で 構 成 さ れ る 振 動 子 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 超 音 波 探 触 子 １ に お い て は 、 ケ ー ブ ル ３ は 、 可 撓 性 の 部 分 １ ５ と 、 半 可 撓 性 ま た は
剛 性 の 部 分 ７ と を 備 え て い る 。 可 撓 性 の 部 分 １ ５ は 、 柔 軟 性 に 富 み 、 そ の 形 状 を 自 在 に 変
化 し え る も の で あ る の に 対 し 、 半 可 撓 性 ま た は 剛 性 の 部 分 ７ は 、 剛 性 が 高 く 、 そ の 形 状 は
維 持 さ れ た 状 態 に あ る 。 な お 、 ケ ー ブ ル ３ の 半 可 撓 性 ま た は 剛 性 部 分 ７ の 形 状 お よ び 位 置
は 、 診 断 部 位 、 診 断 内 容 、 操 作 者 の 好 み な ど に 応 じ て 、 最 も 操 作 性 が 高 く な る よ う に 調 整
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ケ ー ブ ル ３ の 半 可 撓 性 の 部 分 ７ は 、 例 え ば 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 セ ミ フ レ キ シ ブ ル 同 軸
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ケ ー ブ ル で 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 ケ ー ブ ル ３ 全 体 を フ レ キ シ ブ ル ケ ー ブ ル で 構 成 し 、 そ の 一 部 に 可 撓 性 を 低 下 さ せ
る 部 材 を 取 り 付 け る こ と に よ っ て 、 半 可 撓 性 部 分 ま た は 剛 性 部 分 を 形 成 し て も よ い 。 こ の
よ う な 部 材 と し て は 、 例 え ば 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 半 可 撓 性 ま た は 剛 性 材 料 で 構 成 さ れ た
管 状 部 材 ８ を 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 ケ ー ブ ル ３ へ の 取 り 付 け は 、 管 状 部 材 ８
の 内 部 に ケ ー ブ ル ３ を 挿 入 し 接 着 す る こ と に よ り 実 施 で き る 。 ま た 、 半 可 撓 性 ま た は 剛 性
材 料 で 構 成 さ れ た 板 状 ま た は 棒 状 部 材 を 、 単 に ケ ー ブ ル 表 面 に 接 着 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 記 超 音 波 探 触 子 に よ れ ば 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と 超 音 波 探 触 子 １ を 接 続 す る ケ ー ブ ル
３ の 一 部 が 、 半 可 撓 性 ま た は 剛 性 で あ り 、 そ の 形 状 が 保 持 さ れ た 状 態 に あ る 。 そ の た め 、
操 作 時 に お け る ケ ー ブ ル ３ の 揺 れ の 発 生 箇 所 は 、 主 と し て 、 ケ ー ブ ル の 半 可 撓 性 ま た は 剛
性 部 分 以 外 の 部 分 （ す な わ ち 、 可 撓 性 部 分 ） に 限 定 さ れ る 。 可 撓 性 部 分 と の 接 続 箇 所 に 揺
れ が 作 用 す る こ と に な る 。 そ の た め 、 ケ ー ブ ル ３ の 揺 れ が 抑 制 さ れ 、 こ の 揺 れ に 起 因 し た
ヘ ッ ド 部 ２ の 位 置 ず れ や 角 度 変 化 を 抑 制 す る こ と が で き 、 安 定 し た 超 音 波 信 号 の 送 受 信 を
行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 記 超 音 波 探 触 子 に お い て は 、 特 に 、 ケ ー ブ ル ３ の 半 可 撓 性 ま た は 剛 性 部 分 ７ は 、 ヘ ッ
ド 部 ２ と の 接 続 部 に 近 い 位 置 に 設 け ら れ て い る こ と が 好 ま し い 。 こ の 好 ま し い 形 態 に よ れ
ば 、 操 作 時 に ケ ー ブ ル ３ の 揺 れ に よ っ て ヘ ッ ド 部 ２ に 作 用 す る 力 の 力 点 を 、 送 受 信 面 （ す
な わ ち 、 被 検 者 ５ と の 接 触 面 ） に 近 づ け る こ と が で き る た め 、 ケ ー ブ ル ３ の 揺 れ に 伴 い ヘ
ッ ド 部 ２ の 揺 れ が 抑 制 さ れ 、 上 記 効 果 を 更 に 確 実 に 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 （ 第 ５ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 ８ は 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 の 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 ま た 、 図 ９ は 、 こ の 超 音
波 診 断 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 な お 、 本 図 に お い て 、 図 １ と 同 一 部 分 に は 同
一 番 号 を 付 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ９ と 、 こ れ と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 超 音 波 探
触 子 １ と を 備 え て い る 。 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ９ は 、 超 音 波 探 触 子 １ に 駆 動 信 号 を 送 信 し 、
探 触 子 １ で 受 信 さ れ た 信 号 を 検 出 す る た め の 超 音 波 計 測 部 １ １ と 、 計 測 部 １ １ で 検 出 さ れ
た 信 号 に 基 づ い て 被 検 体 特 性 を 解 析 す る デ ー タ 解 析 処 理 部 １ ２ と 、 得 ら れ た 解 析 結 果 を 表
示 す る 表 示 装 置 １ ３ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 記 超 音 波 診 断 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 操 作 者 が 、 超 音 波 探 触 子 １ の ヘ ッ
ド 部 ２ を 把 持 し 、 こ の ヘ ッ ド 部 ２ の 送 受 信 面 を 被 検 者 ５ の 体 表 面 に 押 し 当 て る 。 こ の 状 態
で 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ９ の 超 音 波 計 測 部 １ １ か ら 、 超 音 波 探 触 子 １ に 電 気 信 号 （ 送 信 信
号 ） が 送 信 さ れ る 。 送 信 信 号 は 、 ヘ ッ ド 部 ２ の 振 動 子 に お い て 超 音 波 に 変 換 さ れ て 、 被 検
者 ５ に 送 波 さ れ る 。 こ の 超 音 波 は 被 検 者 ５ の 体 内 の 被 検 物 １ ０ （ 例 え ば 、 血 管 、 腫 瘍 な ど
） で 反 射 さ れ る 。 そ の 反 射 波 の 一 部 が 、 ヘ ッ ド 部 ２ の 振 動 子 で 受 波 さ れ 、 電 気 信 号 （ 受 信
信 号 ） に 変 換 さ れ て 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ９ の 超 音 波 計 測 部 １ １ に 送 信 さ れ る 。 受 信 信 号
は 、 デ ー タ 解 析 処 理 部 １ ２ に 出 力 さ れ て 解 析 さ れ 、 こ の 解 析 結 果 が 表 示 装 置 １ ３ に 出 力 さ
れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 上 記 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 超 音 波 探 触 子 １ と し て は 、 第 １ ～ 第 ４ の 実 施 形 態 で 説 明
し た よ う な 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 が 使 用 さ れ る 。 こ の よ う な 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 上
記 各 実 施 形 態 で 示 し た 超 音 波 探 触 子 の 長 所 を 活 か し 、 精 度 の 高 い 超 音 波 診 断 を 行 う こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 第 １ ～ 第 ４ の 実 施 形 態 で 説 明 し た 超 音 波 探 触 子 の 構 造 を 、 適 宜 、 組 み 合 わ せ た よ

10

20

30

40

50

(7) JP 2005-58468 A 2005.3.10



う な 超 音 波 探 触 子 を 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の よ う な 超 音 波 探 触 子 と し て は 、 例 え
ば 、 第 １ ま た は 第 ２ の 実 施 形 態 で 説 明 し た ケ ー ブ ル 固 定 部 と 、 第 ３ の 実 施 形 態 で 説 明 し た
ケ ー ブ ル 固 定 部 の 両 方 を 備 え た も の や 、 第 １ ま た は 第 ２ の 実 施 形 態 で 説 明 し た ケ ー ブ ル 固
定 部 と 、 第 ４ の 実 施 形 態 で 説 明 し た よ う な ケ ー ブ ル の 半 可 撓 性 部 分 と を 備 え た も の が 挙 げ
ら れ る 。 こ の よ う な 形 態 に よ れ ば 、 操 作 時 の ケ ー ブ ル の 揺 れ を 小 さ く す る 効 果 と 、 ケ ー ブ
ル の 揺 れ に よ っ て ヘ ッ ド 部 に 作 用 す る 力 の 力 点 を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 ヘ ッ ド 部 の 揺 れ
を 抑 制 す る 効 果 の 、 両 方 の 効 果 に よ っ て 、 超 音 波 診 断 時 の ヘ ッ ド 部 の 位 置 ず れ や 角 度 変 化
を よ り 確 実 に 抑 制 す る こ と が で き 、 更 に 正 確 な 診 断 が 可 能 と な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 お よ び 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 生 体 に 対 し て 超 音 波 の 送 受 信 を
行 な う こ と に よ り 、 生 体 内 の 情 報 を 得 る 超 音 波 診 断 に お い て 、 診 断 時 の 探 触 子 の 位 置 ず れ
及 び 角 度 変 化 を 抑 制 す る こ と に よ り 、 誤 差 の 少 な い 正 確 な 診 断 を 可 能 と す る 。 従 っ て 、 動
脈 硬 化 診 断 な ど 各 種 医 療 分 野 で の 活 用 に 有 効 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 別 の 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 別 の 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 別 の 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 の 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 上 記 超 音 波 診 断 装 置 の 構 成 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 １ 　 超 音 波 探 触 子
　 ２ 　 ヘ ッ ド 部
　 ３ 　 ケ ー ブ ル
　 ４ 　 ケ ー ブ ル 固 定 部
　 ５ 　 被 検 者
　 ６ 　 ケ ー ブ ル 固 定 部
　 ７ 　 半 可 撓 性 ま た は 剛 性 部 分
　 ８ 　 半 可 撓 性 ま た は 剛 性 材 料 か ら な る 部 材
　 ９ 　 超 音 波 診 断 装 置 本 体
　 １ ０ 　 血 管
　 １ １ 　 超 音 波 計 測 部
　 １ ２ 　 デ ー タ 解 析 処 理 部
　 １ ３ 　 表 示 装 置
　 １ ４ 　 操 作 者
　 １ ５ 　 可 撓 性 部 分
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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